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続発性陰茎腫瘍の2例
大阪労災病院泌尿器科（部長
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SECONDARY PENILE TUMORS REPORT OF TWO CASES

Masahito HoNDA， Hiroshi KAMEoKA， Susumu MiyosHi，

       Norio lwAo and Shutaro MizuTANi

    From the DePartment of Urolegyt， Osaka Rosai HosPital

             （Chief’Dプ．，∫．ルfizutanの

  Two cases of secondary penile tumor are reported． The first was a 69－year－old man with

the complaint of continuous painful penile erection． He had been diagnosed to have left

lung cancer， squamous cell carcinoma， and was treated with chemotherapy as well as irra－

diation 10 months previously． He underwent amputation of penis and histopathoiogically

diagnosed to have pcnile metastasis from the lung cancer． The sccond was a 60－ycar－old man

who had been treated by Miles’ operation due to rectal cancer， adenocarcinoma， 24 mon－

ths previously． Autopsy demonstrated continuous invasion in a corpus cavernosum of rectal

cancer which had locally recurred．

  We reviewed and discussed briefly 74 cases with secondary penile tumor collected from

the Japanese literature．

Key words： Secondary penile tumor， Malignant priapism

          緒     言

 続発性陰茎腫瘍の原発巣は膀胱，前立腺など泌尿生

殖器系の場合が多く，その他の臓器は比較的少い1）．

今回われわれは，肺および直腸を原発とする本症の各

1例を経験したので報告する．

症 例

 症例1：69歳，男性

 初診l1983年ll月15日

 主訴：有痛性持続性陰茎勃起

 家族歴・既往歴：特記すべき事項はない．

 病歴：1982年頃より咳漱および喀疾が著明となり，

1983年1月に他院内科を受診，胸部X線にて左肺に異

常を認めたため（Fig．1），気管支鏡を施行した．そ

難

Fig． 1． Chest X－P shows left atelectasis．
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Fig． 2． Histological appearance of the tumor of the left

  bronchus lobaris by biopsy， squamous cell carci－

  noma． （HE stain）

    Fig． 3． Painful priapism．

Fig． 4． Metastatic squamous cell carcinoma to the corpus

  cavernosum． （HE stain）
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の結果，葉気管支に腫瘤を認め生検したところ，扁平

上皮癌の診断を得た（Fig．2）．以後，化学療法，放

射線療法を施行し，その後経過を観察していた．な

お，この間の尿沈渣にて血尿を認めたことはなかっ

た．同年ll月頃より陰茎根部左側に痛みを自覚するよ

うになり，ついで陰茎が持続勃起状態を呈してきたた

めll月15日当科を受診した．排尿障害は自覚したこと

はなかった．

 入院時現症＝体格，栄養ともに中等度．眼瞼・眼球

結膜に貧血，黄染なく，胸腹部にも異常所見はない．

陰茎は持続性に勃起し，やや右側に傾いていた（Fig．

3）．全体に自発痛を有する．陰嚢内容に異常はなく，

その他の理学的所見にも異常を認めなかった．

 検査成績：末梢血RBC 387xlO4／mm3， Hb l2．3

9／dl， Ht 35．6％， WBS 5，300／mm3，自血球百分率正
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常，plateiet 19．6×104／mm3，血液化学Na 142 mEq

IL， K 5．O mEq／L， Cl 105 mEq／L， T．Bil O．6 mg／

dl， T．P 8．6 g／dl， Alb 4．6 g／dl， GOT 18 IU／L， GPT

241UfL， LDH 2631UIL， ALP 10 KAU， r－GTP

231U／L， BUN 21 mg／dl， Creatinine 1．O mg／dl，

ESR 33 mm（1h），50 mm（2h），検尿；異常なし．

尿細胞診；陰性．呼吸機能；正常．なお当科受診2カ

月前に他院にて施行した脳CT，骨シンチには明確な

転移巣を難い出せなかった．

 排泄性腎孟造影：上部尿路に異常を認めない．

 胸部レ線＝1983年1月（Fig．1）とほぼ同様の所見

である．

 以上の経過から，左肺癌の陰茎転移およびmalig－

nant priapismを疑い，1984年12月21日，陰茎単純

切断術を施行した．

醗年坙ｶ鰻羅錘

   軸峡毒．

霧欝 瑠鐸
Fig． 5． Histological tt’appearance of the tumor of the

    rectum， adenocarcinoma． （HE stain）
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 病理組織学的所見：陰茎海綿体に左肺腫瘍の生検像

と同様の腫瘍細胞の増殖を認め，一部に壊死組織も混

在した．一部に移行上皮癌を思わせる像を認めるもの

の，肺扁平上皮癌の陰茎転移であるとの当院病理部か

らの報告を得た（Fig．4）．．

 術後経過：手術後，膀胱腫瘍のないことを確認する

ために内視鏡検査を施行する予定であったが，呼吸器

症状の急性増悪のため施行しえぬまま，2ヵ月後呼吸

不全にて死亡した．剖検は施行しえなかっだ

 症例2：60歳，男性

 初診：1984年1月16日

 主訴：無尿

 家族歴：特記すべき事項はない．

 既往歴155歳時，胆石症にて内科的治療を施行し
た．

 病歴：1982年1月，直腸癌の診断にてMilesの手

術を施行した．組織学的診断は分化型腺癌であった

（Fig．5）．ユ983年10月CTにて骨盤腔に再発を認め

たため放射線療法を．施．行した（Lineac 3，0001ad）．

1984年1月，尿量の減少とともに血中BUN，クレア

チニンの上昇を認めたため当科へ紹介された．

 受診時現症：体格・栄養ともに中等度．眼瞼結膜は

やや貧血傾向を示すが，眼球結膜に黄染はない．全身

に浮腫傾向を認める，陰茎根部に境界不明瞭な硬い腫

瘤を触知したが，陰嚢内容に異常は認められなかっ

た．

 検査成績：末梢血RBc 314×104／mrn3， Hb lo．1

9！dl， Ht 28．8％， wBc 6，900／mm3，白血球百分率正

常，platelet 21．6×lo4／mm3，血液化学Na 145 mEq

／L， K 4．9 mEq／L， Cl 111 mEq／L， T．Bil OA mg／dl

T．P 6．8 g／dl， Alb 3．7 g／dl， GOT 231U／L， GPT

161U／L， LDH 3691UIL， ALP 9 KAU， r－GTP

221UIL， BUN 72 mg／dl， Creatinine 6．7 mg／di，

CEA 11．5 ng／ml

 腹部超音波検査1両側とも腎孟，腎杯の拡張を認め

た．

 上記所見から直腸癌の再発による急性腎後性腎不全

を疑い，まず尿管カテーテル留置を試みるも，陰茎根

部の腫瘤のため膀胱鏡が挿入しえず，そのため緊急手

術にて両側尿管皮膚痩を造設した．術後高窒素血症は

改善したが，2ヵ月後呼吸不全にて死亡した．

 剖検診断：直腸癌の肺，右副腎，腰椎，縦隔および

Table 1． Japanese literature of secondary pgnile tumors

following the cases reported by Okumura et al．2’

報告者

（年次）
年齢 原発巣   組 織 主訴 治  療 転帰

中野14）

（1951）

坂本・ほか15）

（1973）

   16）
白。ほか
（1975）

石川・ほか17）

（1979）

大日向・ほか18）

（1979）

工藤・ほカ、19）

（1979）

石戸・ほか20）

（1981）

 ff

 ！1

ノ」、早」11●Cまカ、21）

（lg81）

築繍221

 f！

松田・ほか1D
（1984）

60 膀 胱  AC

不明 前立腺  AC

77 腎 孟  TCC

49  胃 スキルス

不明 前立腺  単純癌

48 腎孟尿管 TCC

60  膀  月光    TCC

49 尿 管  TCC

75 腎 臓  TCC

69 食 道
epidermoid
cancer

42 腎 臓  AC

66 直 腸  AC

56  月山  目光   TCC

硬 結

P

硬 結

P

P・陰茎痛

P

P・陰茎痛．

P．陰茎痛．

P・陰茎痛

硬結

P・陰茎痛

陰茎切断術

不 明

生 検

陰茎海綿体切開
化学療法

シャント

膀胱痩

化学療法

放射線療法
尿管皮膚痩

（一）

生 検

P・陰茎痛  （一）

腫 瘤

硬 結

尿管皮膚撰

陰茎全摘
化学療法
放射線療法

2M死

不 明

4M死

5M死

1M死

1M死

6M死

2M死

1M死

3M死

1M死

2M死

6M死

AC：adenocarcinoma， TCC：transitional cell carcinoma

P：priapism， M：months
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後腹膜リンパ節への転移骨盤骨，膀胱後部，前立腺

を経て陰茎海綿体に至る局所再発

 病理組織：陰茎海綿体に直腸と同様の腫瘍細胞の増

殖を認める（Fig．6）．

考 察

 続発性陰茎腫瘍は，その豊富な血流量にもかかわら

ず比較的まれな疾患とされている1）．白血病や悪性リ

ンパ腫などの血液学的疾患を除いた悪性腫瘍を原発と
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する，本症の本邦報告例は，われわれの調べえたかぎ

りでは自験例も含めて74例を数える．奥村ら2）が本邦

報告62例（3例の悪性リンパ腫を含む）を集計してい

るので，われわれがあらたに集計しえた15例の概略

を（Table 1）に追加した．

 続発性陰茎腫瘍の原発部位は，欧米では膀胱，前立

腺，直腸が多く，ついで腎，睾丸肺などが多いとさ

れている1・3～7）．本邦報告の74例ではFig．7に示すご

とく泌尿生殖器系が59例，それ以外の臓器が15例であ

primary site

bladder

prostate

renal pelvis
and ureter

kidney

urethra

testis

rectum

stomach

esophagus

lung

十一一一一一一。
                            cases

Fig． 7． Primary site of secondary penile tumor from the
    Japanese literature

Table 2． Japanese literature on the secondary penile
tumors metastasized from lung and rectum

報告者

（年次）
年齢 原発巣  組織 主訴 治 療  転帰

秋田・ほか（1979） 43  肺  SCC P・硬結

自験例       69  肺  SCC P．陰茎痛

野沢・ほか（1958）

河路・ほか（1979）

深谷・ほか（1982）

奥村。ほカ’（1983）

篁。ほカ’ （1984）

自験例

74

74

68

45

66

60

直腸

直腸

直腸

直腸

直腸

直腸

AC
AC
不明

AC
AC
AC

P硬結
硬結

P．陰茎痛

P，陰茎痛硬結

腫瘤

腫瘤

陰茎切断術 3M死

陰茎切断術 3M死

化学療法

不 明

生検のみ

化学療法

尿管皮膚痩

尿管皮膚痩

不 明

7M死
1M死
3M死
2M死
2M死

AC：adenocarcinoma， SCC：squamous cell carcinoma，

P：priapism， M：months
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つた．泌尿生殖器系では欧米と同様に膀胱，前立腺が

大部分を占める．非泌尿生殖器系では直腸，胃が多い．

自験第1例の場合，尿検査にで異常を認めたことは

ないものの，病理組織所見の一部に移行上皮癌を思わ

せる所見が存在したことや，膀胱鏡で臨床的に膀胱腫

瘍なの存在が否定されていないことから，慎重に病理

組織標本を当院病理部にて検索してもらったところ，

肺原発の続発性陰茎腫瘍との報告をえた．原発巣の

うち肺，直腸の占める割合は，Weitzner8）によれば

162例中肺6例（3．7％），直腸25例（15．4％o）であった

とされる．本邦では自験例は肺原発では第2覆め，直

腸原発では第6例めと思われる．市川ら9）は1976年に

本邦報告例42例を集計し，欧米との相違点として肺，

直腸原発の症例が少いことをあげている．肺および直

腸原発の本症の報告は直腸原発の1例を除いて，皆比

較的最近の報告である．肺，直腸原発例の臨床像の概

略をTabie 2に示す．続発性陰茎腫瘍の臨床症状と

してKumarら10）は陰茎痛とpriapismを一般的な症

状としている．また奥村ら2）は本邦報告例では，硬結

・腫瘤priapism，陰茎痛が多いとしているが，肺，直

腸原発の場合も同様である．

 本症の転移経路として，松田ら11）はPaquinら5），

Abeshouseら7）の記述をもとにして直接浸潤と逆行

性静脈性浸潤が重要であるとしている．自験第1例は

遠隔転移であるのに対して，2早めは直接浸潤による

と思われる．

 ．治療法は対症療法が施行される．一般に本症は原疾

患の末期状態であるとされ12・1’3），予後はきわめて悪

い．肺，直腸原発の場合も同様であり，不明の1例を

除くと7例のうち1例が陰茎発症後7ヵ月で死亡，残

りの6例は陰茎発症後3ヵ月以内に死亡している．自

験第1例は患者の痙痛を除去するため，第2例は腎不

全状態を改善するため選んだ治療法である．

結 語

 肺，および直腸を原発とする続発性陰茎腫瘍の各1

例を報告するとともに本邦報告74例を集計した．

 本稿の要旨は第110回日本泌尿器科学会関西地方会にて発

表した．稿を終えるにあたり御校閲をたまわった恩師 園田

孝夫教授に深謝いたします．
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